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の目玉の一つになった昭和47年の東京都養育

院の病院開院であろう.老化の研究と診療を統

合した初の公的機関の創設は当時大きな話題と

なり,そのころ医学部の学生であった私にも老

化専門の研究機関が日本に必要となる時代が来

たことに新鮮な驚きを覚えたのを記憶 してい

る.さて, この施設は昭和61年に東京都老人

医療センターへと発展し,現在では名実ともに

日本の老人医学の臨床と学問の中心的施設とな

っている.

では,小子高齢化社会の成熟社会となった現

代日本社会で果たしてローヤルゼリーは必要な

のであろうか? もしそうなら,その存在意義

はどこにあるのであろうか?

当然ローヤルゼリーの存在意義は,成長期の

社会で求められた機能ではなく,成熟期社会で

要求される機能でなければならない.そこで,

成熟期社会で要求される機能について考察を加

えてみたい.

Ⅱ. 身体の機能システムの相関とロ
ーヤルゼリー

身体の調節機能である神経系,内分泌系,免

疫系などは相互に関連していることが知られて

いる.これらはつい最近まで独立な機能系であ

ると考えられて釆たが,実際には相互に強いネ

ットワークを持って関連し合っていることが明

かになった.例えば,自律神経系に変化がある

と,それが内分泌系や免疫系の機能にも影響が

及ぶ可能性があるというわけである.

そこで,ローヤルゼリーの作用が期待される

更年期障害を例にとって,この病態における身

体の機能システムの相関とローヤルゼリーの効

果について考察してみたい.

更年期障害で訴えの多い ｢のぼせ｣症状は女

性ホルモンの減少によって引き起こされる.だ

から,のぼせで悩む更年期女性に女性ホルモン

を投与すると,この症状は消失してしまう.と

ころが興味あることに,女性ホルモンが含まれ

ていない漢方薬でものぼせ症状を改善すること

が可能である(陳,1998).さらに,世界的にの

ぼせ症状の発生頻度を調べてみると,欧米では

閉経直後の更年期婦人の約70%が強いのぼせ

症状を訴えるのに,本邦の婦人では約30%程

度しかこの症状が発現していない.人種が違っ

ても女性ホルモンの血中濃度に差異はないの

で,人種差が症状頻度の違いの原因ではない.

つまり更年期障害は女性ホルモンだけが関与す

る病 態 で はな い の で あ る (Cheneta1.,

1993).

ではどのような要因が更年期障害に関係し,

また漢方薬などの効果はどのようなメカニズム

によるのであろうか?

女性ホルモンが含まれていない漢方薬がのぼ

せに有効であることは,女性ホルモンとは異る

物質によって症状が調節されることを意味して

いる.つまり,実際には内分泌系に直接作用し

ていなくても,神経系などを通じて女性ホルモ

ンと似た作用が発現できるという訳である.莱

′際漢方薬には自律神経系を調節する作用がある

ことは広く認められている.もし,漢方薬が自

律神経を介して更年期障害を改善しているな

ら,これはまさに神経系,内分泌系,免疫系の

ネットワークを利用していることになる.

一方で,のぼせ症状が起こるメカニズムを研

究しているうちに私は興味ある事実を発見した

(Kobayashieta1.,1995).結論から先にいえ

ば,更年期障害は女性ホルモン低下によって直

接発生するのではなかったのである.のぼせの

発生は自律神経が興奮した結果,神経末端から

血管拡張物質が血管に分泌され,これがのぼせ

の原因になっていたのである.女性ホルモンの

作用はこの物質が神経末端から過度に分泌され

ないように抑制していたのである(陳,1996).

さらに,漢方薬を服用して更年期障害が改善し

た人の血液を調べたところ,この血管拡張物質

の濃度は低下していることが明らかになった

(陳,1998).以上から,漢方薬は自律神経を介

して血管拡張物質の分泌を抑制し,女性ホルモ

ンと似た作用を発現させたのである.

日常の婦人科の診療の中では,面白い事例に

出会うものである.例えば更年期障害について

いえば,月経が整順で,女性ホルモンの分泌が

正常と考えられる婦人なのに更年期障害とそっ



図 1 ローヤルゼリーの更年期障害に対する作用の

仮説

ローヤルゼリーはおそらく自律神経系に作用

して,女性ホルモン低下に伴い増加する神経

末端からのニューロペブタイド分泌員を調整

する.

くりの症状を訴える場合や,65歳位で更年期

などとっくに通り過ごしたと思われる老婦人が

更年期降の症状を訴える場合などがこれにあた

る.

この様な事例が存在することは,まさに更年

期障害が内分泌系と自律神経系とのネットワー

クの失調により発生する病態であることを物語

っている.したがって,女性ホルモンが無効な

更年期障害,漢方でも無効なもの,女性ホルモ

ンと漢方で効果が得られる更年期障害もあって

不思議ではない.

では,ローヤルゼリーはどうであろうか?

すでにローヤルゼリーには,自律神経,特に副

交換神経を相対的に優位にする作用があること

が明らかにされて来ているので (陳,1986),

漢方薬と同じように身体の機能システムのネッ

トワークを利用して,生体の機能を調節する作

用があるのであろう.

そこで更年期障害において,ローヤルゼリー

が神経系,内分泌系,免疫系のネットワークに

どのように作用するか,私の仮説を図示してみ

W

た (図 1).

Ⅲ. 成熟期の現代日本社会で求めら
れるローヤルゼリーの機能

先にも述べたように,成熟期の現代日本社会

では老化のメカニズム,老化抑制の方法などが

重視され,特に老年者での機能保持に社会的な

関心が高まると考えられる.ローヤルゼリーが

現代日本社会で評価されるためには,この流れ

にそった効能効果を有していることが重要であ

ろう.

この観点から注目されるローヤルゼリーの作

用を以下に列挙してみた.

(1) 糖代謝に対する作用

奥田らは脂肪細胞を利用した実験系で,ロー

ヤルゼリーの トランス-10-ヒドロキシデセン

酸, トランス-9-ヒドロキシデセン酸, トラン

スー9-オクタン酸,オクタン酸などにインスリ

ン様作用があるとしている.

(2) 腎臓の血流,血圧に対する作用

奥田らは実験系でローヤルゼリーの トラン

ス-10-ヒドロキシデセン酸, トランス-2-オク

タン酸,オクタン酸にアンジオテンシン転換酵

素を阻害する作用があるとしている.

(3) プロスタグランディンの産生,血栓形成

に対する作用

奥田らは血液細胞を利用した実験系で,ロー

ヤルゼリーが トロンボキサンA2の生成を阻害

する作用があるとしている.

(4) 細胞増殖に対する作用

米倉らは培養細胞を利用した実験系で,ロー

ヤルゼリーに存在している糖タンパクに細胞増

殖を促進する作用があるとしている.

以上の研究はローヤルゼリーのヒトに対する

機能は従来から指摘されてきたアミノ酸,ビタ

ミンなどの既知の物質によるものではないこと

が明確になったといえる.特に,ローヤルゼリ

ー中に最も多く含有されると考えられる糖タン

パクに細胞増殖作用があることは注目される,

もし,ローヤルゼリーの糖タンパクが細胞の寿

命を規定していると考えられるテロメアなどの

遺伝子に対する作用があったり,細胞の変性を

抑制するような作用が証明されれば,今後医薬
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品への開発が期待されることになろう.

それほどのインパクトはなくても,奥田らの

報告からローヤルゼリーが生体の生化学反応を

修飾すると考えて間違いはない.列挙した3項

目の作用はそれぞれに興味深い内容である.イ

ンスリン様物質はニンジンなどの生薬で証明さ

れることが多く,臨床的には血糖を下げ過ぎな

いで安定化させ,その結果,動脈硬化の予防,

末梢神経系の機能保持,過酸化反応の抑制など

が期待される.アンジオテンシン転換酵素の阻

害は腎の血流を調節して血圧を安定させるだけ

でなく,血糖の調節やプロスタグランディンの

産生を抑制する可能性がある.プロスタグラン

ディン産生に関わるサイクロオキシナーゼとい

う酵素反応にローヤルゼリーが作用するなら,

発癌抑制をも含めた広い領域での老化や変異抑

制作用が期待できるかもしれない.この意味で

ローヤルゼリーが血小板での トロンボキサン

A2の生成を阻害したという報告は意義深いも

のといえよう.

おわりに

ローヤルゼリーは社会的に医薬品として認識

されてきたが,現在ではこの認識はなくなって

いるように思われる.その理由はローヤルゼリ

ーの効能が不明確だからといえよう.一般的に

は ｢体にいいらしい｣といった認識が浸透して

いるが,これはローヤルゼリーが栄養吸収障害

の人や更年期障害の婦人の間で主に服用されて

きた歴史があるからと考えられる.

さて,このローヤルゼリーが将来も社会的に

評価されるかどうかは,ヒトに対する有用性が

どの程度証明されるかによると考えられる.覗

在までの研究の成果は将来性を占えるものに達

していないが,期待性を窺わせるものではある

漢方薬が現代医学の手法により効能効果が証

明されるにしたがい,最近では特に若手医師や

欧米の医学者のなかでも評価が高くなってきて

いることを考えると,今後のローヤルゼリーの

学際的な研究が拡がっていくことを期待 した

い.

(〒164-0012 中野区本Ⅰ町2-46-1 サ ンプライ ト

ツインメディカルモール 陳瑞東クリニック)
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A beeproductofroyaljellyhasbeenac-

ceptedandbroadlyusedashealthpromoting

substanceespeciallyinJapan Manycaserep一

〇rtsorsmallretrospectivenon-randomizedpre-

liminarytrialsindicatedthatroyalJellyshowed

somewhatpositiveeffectinpatientswithma1-

absorptionsyndrome,climactericsymptomsor

childrenwithgrowthretardationglVen0.2to2

goffrozenorfreezedriedroyaljelly.Butthese

publlShedarticlestodatehavebeenanecdotal

andnotformalclinicaltrlalswithclearlydef-

inedobjectives,eligibilitycriteria,endpoints

andremainedoftheissueofevaluatingnon

respondents.

Thebio-activecomponentorroyaljellylS

notfullyevaluated,however,recentin-Vitro

studiesdemonstratethathydroxydecenoieacid

oroctenoICacidinroyaljellymightinhlblt

epinephrlneinducedlipolysisorenzymeactivi-

tyofangiotensinconvertingenzyme,orglyco-

protein in itstlmulates the proliferation of

humanmonocytes.ThlSmlghtexpecttoindi-

catethehealthpromotingeffectofroyalJelly

bymaintainlngthebloodglucoseorbloodpres-

surelevelwithinnormallimlL

ILisstllldifficulttoassesstheclinicaleffl-

cacyofroyaljellyaLpresent,butthereisa

highexpectancyfrom peoplehavingroyaljelly

toevaluateinwhichcondltionsroyalJellyaf-

fects,how itworks,orthesuitabledoseand

theperiodsorittotake.Thisarticleisashort

reviewtolnrOrm thebioactivityorroyaljelly

from theaspectorsocio一medicalsignificance.


